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第３３回 船橋市地域公共交通活性化協議会 会議録 

                     日  時：平成２９年 ２月１６日（木）   

                       １５：００～１６：００ 

                    場  所：船橋市役所９階 第１会議室   

             出 席 者：別添名簿参照 
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事務連絡                              

 

１．開 会                                

                                                                                                                                                

２．議事及び報告         

                 

                        

それでは、議事の１つめと致しまして、「平成２８年度公共交通不便地域解消事業

の実施状況について」、事務局からご説明願います。 

 

＜事務局より説明＞【資料１】 

 

はい、それでは、何かご質問ご意見、ございますでしょうか。 

 

はい、議長。 

 

はい、どうぞ。 

 

田喜野井・三山地区の吉田でございます。いつも、お世話になってありがとうご

ざいます。 

前からなのですが、平成２７年の２月１２日に、小型バスでの運行に向けた形で

の考え方ということで、一応私たちも一緒に同乗させて頂いて、試走等色々検討さ

れているというふうに、存じ上げているのですけども、その後の状況が、ハッキリ

した形で、ご返事等を頂いてないのです。できたら、そのあたりのところが分かる

のであれば、ある程度、三山・田喜野井の地区の皆さんにも話したいなという様に

も思っておりますので、是非ご回答願いたいと思います。以上です。 

 

 はい、では事務局から回答お願いします。 

 

はい。田喜野井のマイクロバスでの運行、もしくは、以前から行っている小型バ

スでの運行を、現地で小型バスを運行しながら模索していた所なのですが、やはり、

現地の道路の状態はかなり狭い区間もありますことから、小型バスでの運行がすれ

違い等に支障が生じるということで、なかなか運行が出来ないという状況にござい

ます。 

これについて何かしらの改善点ということで、市もあわせて検討しているのです
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が、部分的な改良としまして、待避所を確保するという対策をしていきたいと思っ

ておりまして、ただ、その待避所が確保されたとしても、その道路の狭い区間とい

うのが長い区間でございまして、なかなか解消が難しいということがございます。

その解消が図れるかどうかを、今度整備した後に、現地の状態をまたバス会社さん、

警察さんと合同で検討してもらって、その後可能性を検討していきたいとは思って

おります。以上でございます。 

 

議長。 

 

はい、それでは吉田委員。 

 

はい、分かりました。だいたい様子が分ったのですけれども、ということは、逆

に言うと目途が今のところはなかなか立たないというふうに解釈すればよろしい

ですか。 

 

事務局お願いします。 

 

はい、今のところその区間が長いということがあるので、なかなか目途が立ちに

くいということがあり、乗り残し対策としても、今のなかで協力して頂くというこ

とだと、乗りやすい時間帯にまず、乗客が行って頂けるような広報活動をするくら

いということになっています。 

 

はい、議長。 

 

はい。 

 

分かりました、だいたい掴めましたので。以上です。 

 

他に、ご質問は、あるいはご意見。 

清水委員。 

 

北部の代表であります、清水でございます。 

既に、実施している八木が谷と３コースにつきましては、このような表が出てい

るわけですが、今試運転がようやく６ヶ月経過して、当初予定していた、想定して

いたものに対しての度合いと申しますか、そのあたりどうなのか。それとまた、ま

だ半年ですので、やはり春夏秋冬を経過しないと、利用状況というのはなかなか掴

みにくいと思いますが、今の、数を仰いましたが、８０数人というようなことでご

ざいますが、こんなふうになるだろうという見通しを、聞かせて頂けませんでしょ

うか。 

 

本件につきましては、この後「平成２９年度公共交通不便地域解消事業について」
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という中で二和地区の説明がございますので、その中でまとめてということでよろ

しいでしょうか？ 

 

はい。 

 

よろしいですか。 

他に、ご意見あるいはご質問、この後二和地区の話になるので、特にそれ以外の

ところでございますでしょうか。 

はい、それでは、会沢委員お願いします。 

 

京成バスの会沢です。 

先程の吉田委員の質問に関連するのですけど、私ども田喜野井の運行を担当させ

て頂いてる事業者でございまして、事業者の立場といたしましても、できるだけ早

く小型バス化を実現して、乗り残しをなくしたいと、こういう意向でございます。 

ただし、現状のままで、バスに変えることは充分難しいことと承知申しておりま

す。先程、待避所をまず第一段階として整備して頂くような話がありまして、その

後でまた改めてということになるのですが、事業者としても、例えば後退に備えて、

バックのカメラをバスに付けるとか、できるだけ安全対策をとりまして、実現に向

けて努力していきたいと考えておりますので、宜しくお願いします。以上です。 

 

はい、他に。 

吉田委員どうぞ。 

 

どうも、ありがとうございました。もっと具体的に話が出たので、非常に私とし

てはありがたく思います。是非、我々も要望している点もございますので、小型バ

ス、なるべく早くお願いできればと思います。以上です。 

 

他に、ご質問ご意見等ございますでしょうか。 

よろしいですか。 

 

 

それでは、議事を進めたいと思います。２つめといたしまして「平成２９年度公共交

通不便地域解消事業について」、事務局からのご説明を願います。 

 

＜事務局より説明＞【資料２】 

 

それでは、５０％の目標に対して１９．８％であったということから、事務局と

して改善案を示したところでございます。本件につきまして、各委員のご質問ご意

見等、ございますでしょうか。 

清水委員としては、今の説明で、先程の疑問に対した答えになっているでしょう

か、あるいはもう少し説明を求めたいというところでしょうか。 
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いいですか。 

 

はい。 

 

今１９．８％ですよね、一応、前々から仰っているように、せめて５０％以上は

確保したいということでこの事業をやっているわけですよね、それに対して１

９％、２０％に達していないのだけど、そういう状態であるという事に対して、２

年、３年と続ける間には、ある程度５０％近くまで行くような見通しがあるものか

どうか。 

それと、私も近くで時々ここを通るのですが、案外シルバーのお客さんは乗って

ないみたいな感じもしました。そしてまた、競馬場から来ている通称木下街道は非

常に混むのですよね、ましてやこの交差点の付近は、バスに乗るよりも自転車であ

る所まで行って、そこで路線バスに乗った方が良いという方もいるかと思います

が、そのあたり先の見通しが、５０％近くに行けそうか、いや無理なのかというよ

うな、多少事務局の方で、想定されているかどうか。 

 

はい、事務局お願いします。 

 

はい、お答えいたします。 

５０％の目途が立っているかどうかというところだと思うのですけれども、ま

ず、潜在的に利用者の増加という意味で、先程の木下街道に、馬込沢駅入口という

バス停があるのですが、ここは歩道がかなり狭くて、バスを待とうとすると、目の

前を大型車が通ったりして、待ってるときに怖い等、凄い不安なところがあるかと

思うのですね。今の利用者の状況を見てみますと、「行き」と「帰り」で、「行き」

は駅にすぐ行けるのですが、今度「帰り」はその木下街道沿いで待たなければなら

ず、恐らく歩いて行っちゃうだの、お迎えが来るだのという状態になっており、「行

き」に比べて「帰り」の方が４５％くらい利用者が減ってきている状態があります。

そこで、駅の西側にロータリーがあってという所で、ここにバス停を一つ多くし乗

り降りができれば、乗客の利用が増えるだろうという事を想定してます。 

あと、グリーンハイツ内にバス停を新設する事によって、目の前にバス停がある

ということでかなり利用がしやすくなります。今は一個のバス停しか無いのですけ

れども、それがプラス３か所増え、全部で４か所になることで小刻みに乗れるとい

う所があるので、ここでも増えてくるかなと思っております。 

あと、地元の方の努力といたしまして、このバスに乗ろうというＰＲを以前から

もやって頂いており、月の中でも１日と２０日にいっぱい乗ろうよとか、本格運行

になるにはどれだけの人数が乗らなければならないかというふうな事も、地元にＰ

Ｒして頂いておりますので、このＰＲの状態を、地元の協力を得ながら底上げして

くれば、ある程度の需要回復と言いますか、収支率が上がってくると考えておりま

す。あと、バス事業者としても、ある程度運行開始から一年くらいは運行しないと

状況が掴めないということがございます。 

バス導入編という枠組みで今３地区やっているのですけども、その枠組みの中だ
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と、（試験運行開始からの６ヶ月間に運行経費の５％を収入等により確保できない

場合でも）改善により５０％を確保できる見込みが立てば、６ヶ月様子をもう一回

見ましょうという事になってますので、このあたりを取り入れまして、ここで５

０％確保に向けて動いていきたいと思っております。以上でございます。 

 

はい、では清水委員。 

 

少ししつこいようですみません。いま一つは、バス停の改定と申しますか、その

話が出たわけですが、私もあそこを通っていて、歩道といってもＵ字溝の上を歩い

ているのねあそこは。 

また、バス停というのは、最近は贅沢なもので、豊富付近のように歩道の幅員が

あると屋根があったりしますよね。あれ３ｍ以上でないと多分屋根はつけられない

と思います。何か基準があると思う。そのほか、お年寄りですからバスが来る間、

１分でも２分でも椅子に少し腰を下ろしたいっていう方も居るのですが、どの程度

の、面積的にも建物のといいますか、屋根が付くものかどうかそのあたり少し教え

て頂けますか。 

 

事務局いいですか、お願いします。 

 

利用の方の利便という意味で、バス停に上屋ということだと思うのですけども、

歩道というのは本来歩行者が通るというなかで、２ｍの有効幅員は確保しましょう

ということで、原則として２ｍ以上のある程度の歩道があれば、上屋というものが

設置できてくるかと思っております。 

 

 はい、分かりました。 

 

では他の委員、何か質問、意見、ございますでしょうか。 

会沢委員、お願いします。 

 

度々すみません、京成バスの会沢です。まず、質問なのですけど、１日平均利用

者８５．９人というデータが出てるのですが、これ平日と土・休日で差があるのか

どうかをお尋ねしたいのですが。 

 

はい、事務局データを示してください。 

 

１日の利用が、平日ですと約８７人位のデータが出ておりまして、休日だと７９

人位のデータが出ております。やはり、休日だと下がってくる傾向にはございます。

以上でございます。 

 

分かりました。今聞いて、私としては意外だったのは、土・休日の落ち幅が既存

の３路線と比べて少ないなというふうな感想を持ちました。これを踏まえまして、
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意見として言おうと思っていたのが、１日と２０日のバス利用促進デーですが、一

般的に、平日と比べて土・休日の人数が減りますので、何日という決め方ですと、

土・休日であたってしまう場合もあろうかと思いまして、曜日で決めた方がいいの

ではないかと少し思ったのです。できれば平日の。これは意見です、すみません。 

 

事務局何かありますか。 

 

一応ですね、たしかに休日は他の所よりも落ち幅は多分狭い、縮まっているのだ

と思います。地元の方も、バスに積極的に乗ろうということを一生懸命やって頂い

ている状態でして、恐らくそこである程度の人数底上げがあるのかなと思っており

ます。あわせて、１日、２０日というところについては今後地元のみなさんとも検

討してですね、曜日で行った方がよさそうであれば、その方向で考えていければと

思っております。以上でございます。 

 

それでは、ほかに。 

 

もう幾つかいい。 

 

はい、清水委員お願いします。 

 

はい、すみません。ほかの今までの質問とは、少し別の方向から伺いたいと思い

ますが、八木が谷をやる時に、当初５０％をようやくくらいだったのね。今は６２．

８％まで上がっているのですが、これは地元の方の利用しようという声掛けが多少

効いたかなと思いまして。 

私も４年ほど前、八木が谷のある自治会の集会場で利用についての促進活動とし

てＰＲを行ったことがあるのですが、多少上がっては来ても、どうしても丸山地区

みたいに１００％越えは見込めない感じがするわけね。 

利用者の人数だけではなくて、今やってる二和を含めて４か所の路線周辺の人口

を、だいたい大ざっぱに今分かります？ 

 

事務局分かりますか。 

今答えられないようであれば、また改めてということになりますけど、手元にあ

りそうですか？ 

 

多分丸山はすごく多いと思いますよ、元々の人口がね。 

 

すみません、事務局です。 

 

どうぞ。 

 

今その人数を手元には持ってきてないのですが、たしか集計したものがあったか
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と思うので、その比較は、およその人数にはなると思うのですけど、できるかと思

います。 

 

では、今は難しいようですので、そういった事を背景に、今後とも検討していく

というような形でよろしいですか？ 

 

申し訳ございませんが、手元には無いので、数字については言えないのですけれ

ども、今後、人数等の参考にしながら、考えていきたいと思っております。 

  

はい。 

 

よろしいですか。 

他に、ご質問ご意見等ございますでしょうか。 

 

特にそれ以上意見、質問が無いということであれば、平成２９年度の公共交通不

便地域解消事業について、二和グリーンハイツ線の運行の継続については、ただ今

ご説明いたしました内容で進めたいと思いますけども、ご異議ございませんでしょ

うか。 

 

（異議なし） 

 

よろしいですか、ではありがとうございました。 

それでは、二和グリーンハイツ線の試験運行につきましては、改善点の供用から

半年間を目途に、この運行を継続することを致したいと思います。 

 

 

それでは、３つめとして「平成２９年度船橋市地域公共交通活性化協議会予算

（案）について」、事務局より説明願います。 

 

＜事務局より説明＞ 

 

はい、ただ今の事務局からの説明について、何かご質問ご意見、ございますでし

ょうか。よろしいですか。 

それでは、最後に今後のスケジュールについて、事務局から説明をお願いします。 

 

＜事務局より説明＞ 

 

はい、何かご質問ご意見、ございますでしょうか。 

全体を通して何か、よろしいですか。 

 

訂正がございます。 
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はい、どうぞ。 

 

すみません、お手元の資料で訂正がございます。資料の１でございます。二和地

区の試験運行の状況なのですが、平成２８年の８月１日から平成２９年の１月３１

日までの利用状況ということで、延べ利用者数が、１３，１４５人となっているの

ですが、１５，５６１人の間違いでして、一日平均が今８５．９人となっているの

ですが、８４．６人の間違いになっておりますのでこれの訂正をお願い致します。

利用者人数が１５，５６１人、一日平均が８４．６人の状況となっておりますので、

ご訂正宜しくお願いします。申し訳ございません。 

 

１月分が抜けてたということですかね。 

はい。では、訂正をさせて頂きます。 

よろしいですか。 

 

ほかに、質問ご意見等、ございませんでしょうか。 

 

無ければ、これで第３３回船橋市地域公共交通活性化協議会を閉会いたします。 

皆様、本日はありがとうございました。 

 

 

 


